


















































































































































































め、 (lla) (llb) の各文と平行する構造を持つ。
(11 a) ～に本はなし :I• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· ・ •～に～スルつもりはない
(11 b) （これは）本ではない…………～は～スルつもりではない




























表 1 で、前節まで扱わなかったモダリティについて、否定の二形式 (Xではない• X 
はない）及び各々のモダリティに「ない」が前接した形式（ないXだ）の有無を掲げる。
0はその形式が存在すること、＊はしないこと、△はあまり自然ではない形式を表わす。
V は動詞、 adjは形容詞を指す(4)0 













な し) X だ X ではない X は な し)
つもりだ 〇 ないつもりだ 〇 つもりではない 〇 つもりはない
はずだ 0 ないはずだ 0 はずではない 0 はずはない




のだ 0 ないのだ 0 のではない ＊ のはない
そうだ 0 adjなさそうだ 0 adjそうではない ＊ adjそうはない
（様態） △ Vなさそうだ 0 Vそうではない 0 Vそう二（モ）ない
よ（比況） 0 ないようだ 〇 ようではない
う ------------------------------------------------------------- ＊ ようはない
だ（様態） 0 ないようだ ＊ ようではない






































































7 :これらについては寺村 (1978) に詳しい考察がある。
-20-
主要参考文献
神尾 昭雄 (1990) 『情報のなわばり理論』大修館書店
中右 実 (1979)「モダリティと命題」『英語と日本語と』くろしお出版
仁田 義雄 (1991) 『日本語のモダリティと人称』ひつじ書房






益岡 隆志 (1991) 『モダリティの文法』くろしお出版
Seiichi Makino and Michio Tsutsui (1986) 『日本語基本文法辞典』 TheJapan Times 
Senko K. Maynard (1990) 『日本語の文法とコミュニケーション・ストラテジ一jThe Japan Times 
鈴木忍・川瀬生郎 (1981)『日本語初歩』国際交流基金
謝辞
本稿は、国際大学藤村泰司氏、松田由美子氏との討論の中で生まれたものであり、両氏に多大な学恩を
受けています。特に、例文(8)・先行研究の存在などは、藤村氏の御教示によるものです。また、園田学園
女子大学の野田春美氏、東京都立大学大学院の土岐留美江氏をはじめとして、軽井沢文法研究会では本稿
に関する貴重なご意見を様々な方から頂きました。ここに改めて諸氏に感謝の意を表したいと思います。
（国際大学 日本語プログラム助手）
-21-
